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円偏波合成開口レーダ搭載無人航空機・小型衛星の開発
Development of Circularly Polarized Synthetic Aperture Radar for UAV and Microsatel-
lite
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合成開口レーダ (SAR)が昼夜また全天候型、地球表面観測用のセンサである。本研究センターでは、現在地球表面に
おける物理情報を観測するために、新型マイクロ波センサである円偏波合成開口レーダ（CP-SAR）搭載の無人航空機と
小型衛星を開発している。この CP-SARセンサが基本的に楕円偏波の送受信ができるように開発した。このセンサが安
価、簡易型、低電力などで設計され、左旋円偏波（LHCP)と左旋円偏波（RHCP)の電波を送信して、LHCPと RHCPで
さらに受信して、フル円偏波システムを実現する予定である。この円偏波または楕円偏波情報より軸比画像、楕円率画
像、チルト角画像など、様々な新たな SAR画像を抽出できると期待する。またこのセンサが電離層におけるファラデー
回転の影響を軽減できるので、低ノイズと高精度画像を抽出することができると期待する。
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